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※実習内容の詳細は「精神看護学実習Ⅳ 実習要項」を参照のこと

１）実習期間
　「専攻分野専門科目（サブスペシャリティ領域）における直接ケア実習」として、60時間を基本とした実習を行う。

２）実習施設
・ハートランドしぎさん（住所：奈良県生駒郡三郷町勢野北4-13-1、電話：0745-72-5006）
・伊勢赤十字病院　　　（住所：三重県伊勢市船江1丁目471-2、電話：0596-28-2171）

３）事前学習
・これまでの講義と演習で修得した内容を統合し、事前レポート、実習計画書、実習記録類一式を作成する。
・実習計画書の作成にあたっては、実習施設との調整を主体的に行う。
・実習記録類の作成にあたっては、指導教員および実習指導者のスーパービジョンを受ける。

３）実習内容
・専攻分野専門科目（サブスペシャリティ領域）における直接ケア
　専攻分野専門科目（サブスペシャリティ領域）において、複雑な問題を抱えた患者や家族を担当し、高度な看護援助を実践する。
　複雑な問題を抱えた患者や家族への援助に対して、精神看護専門看護師の機能と役割（相談・調整・倫理調整・教育・研究）を実践す
る。
　精神科の臨床現場における課題やニーズに対して、専門看護師の機能・役割を総合的に用いた介入を行う。

Ａ．リエゾン精神看護
・リエゾン精神看護専門看護師としての活動基盤の形成
・チームの状況のアセスメント、メンバーとの関係性の構築、チームの再構築
・専門看護師の役割機能に照らした実践

Ｂ．慢性期精神看護
・精神科慢性期専門看護師としての活動基盤の形成
・難治性・治療抵抗性の精神障害を有する患者に対する包括的アセスメント、ケアの実践
・退院支援、地域定着支援、在宅支援の実施
・専門看護師の役割機能に照らした実践

５）実習の進行
・実習要項を参照
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高度な臨床判断や実践能力を体得するのはもちろん、それらの高度実践に関する根拠や意図を、他者が理解できる
レベルで説明することができるよう意識して実習に臨んでください。

受講者への
メッセージ

教科書

　本科目は、専攻分野専門科目（サブスペシャリティ領域）における直接ケア及びコンサルテーション・コーディネーション
について、精神看護専門看護師と指導教員によるスーパーバイズのもと、精神看護専門看護師の機能と役割（相談・調整・倫
理調整・教育・研究）を実践する能力を養うことを目的とする。
　なお本科目は、日本看護系大学協議会が定める高度実践看護師教育課程基準（実習科目）「専攻分野専門科目（サブスペ
シャリティ領域）における直接ケア実習」に相当する科目である。

・行動目標に沿って、専門看護師としての基礎的な実践能力の修得を『精神看護学実習評価表』を用いて評価す
る。
・事前学習、実習内容、カンファレンスでのディスカッション、実習出席状況、実習記録、実習後の課題レポー
ト、自己評価、実習成果報告会、実習施設の指導者からのコメントを含めて総合的に評価する。
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７．看護学の特定分野における卓越した看護実践能力を修得している。

２．豊かな人間性と倫理観を身につけ、看護専門職としてリーダー的役割が担える指導力やマネジメント力を身に
つけている。

1) 専攻分野専門科目（サブスペシャリティ領域）において、複雑な問題を抱えた患者や家族を担当し、高度な看護援助を実
践することができる。
2) 専攻分野専門科目（サブスペシャリティ領域）において、複雑な問題を抱えた患者や家族への援助に対して、精神看護専
門看護師の機能と役割（相談・調整・倫理調整・教育・研究）を実践することができる。
3) 精神科の臨床現場における課題やニーズに対して、専門看護師の機能・役割を総合的に用いた介入を行うことができる。
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